
 

 

新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

えました。ぜひいい年
とし

にしたいですね。1年間
ねんかん

を健康
けんこう

で元気
げんき

に過
す

ごすため

の目 標
もくひょう

をそれぞれ立
た

ててみましょう。1月
がつ

には全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

があります。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の歴史
れきし

をふり返
かえ

り、その意義
い ぎ

や役割
やくわり

をあらためて考
かんが

える 1週 間
しゅうかん

です。 

1月
がつ

24日
か

から 30日
にち

までは全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

です。 

おせち料理
りょうり

は、もともと季節
き せ つ

の変
か

わり目
め

の節日
ふ し め

に食
た

べる料理
りょうり

のことです。しかし今
いま

ではお

正月
しょうがつ

に食
た

べる料理
りょうり

のことだけを「おせち料理
りょうり

」というようになりました。おせち料理
りょうり

には、

それぞれ次
つぎ

のような願
ねが

いが込
こ

められています。 

昭和
しょうわ

20年
ねん

（1945）年
ねん

戦争
せんそう

が終
お

わったばかりの日本
にほん

では 食 料
しょくりょう

が不足
ふそく

し、栄養
えいよう

不足
ぶそく

の子
こ

どもたちがたくさ

んいました。給 食
きゅうしょく

も戦争
せんそう

で中 断
ちゅうだん

されたままでした。 

そのころの 小 学
しょうがく

６年生
ねんせい

の 体
からだ

は、今
いま

の 小 学
しょうがく

４

年生
ねんせい

くらいの背
せ

の高
たか

さだったといいます。 

この日本
にほん

の様子
ようす

を見
み

て、外国
がいこく

から食
た

べ物
もの

の援助
えんじょ

がた

くさん送
おく

られてきました。こうして昭和
しょうわ

21（1946）

年
ねん

12月
がつ

24日
にち

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

がふたたび始
はじ

まりました。 

12月
がつ

24日
にち

は冬 休
ふゆやすみ

みだったので、1ヵ
か

月
げつ

遅
おく

らせた１

月
がつ

24日
か

から「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週 間
しゅうかん

」が 行
おこな

われま

す。 給 食
きゅうしょく

に感謝
かんしゃ

し、その意義
い ぎ

と役割
やくわり

を確認
かくにん

する 1

週 間
しゅうかん

です。 

お父
とう

さんやお母
かあ

さんに「子
こ

もの頃
ころ

、好
す

きだった 給 食
きゅうしょく

なぁに？」と聞
き

くと、真
ま

っ先
さき

に挙
あ

がるのが「あげパン」で

す。このあげパン、どのように

して誕 生
たんじょう

したかしっていま

すか？ 

あげパンが生
う

まれたのは、

戦争
せんそう

が終
おわ

わり、 給 食
きゅうしょく

が 再
ふたた

び 始
はじ

まって間
ま

もない 東京都
とうきょうと

大田区
おおたく

。当時
とうじ

の子
こ

どもたちはいつ

もおなかをすかせていました。

給 食
きゅうしょく

はそんな子
こ

どもたちに

とって一番
いちばん

の楽
たの

しみでした。 

ある日
ひ

、かぜで学校
がっこう

を休
やす

んだ子
こ

がいました。調理員
ちょうりいん

さんは「せっかく楽
たの

しみにし

てたのに…」と、残
のこ

ったパン

を揚
あ

げて砂糖
さとう

をまぶし、包
つつ

ん

でその子
こ

の家
いえ

に届
とど

けても

らったそうです。 

おいしいあげパンはあっという

間
ま

に日本中
にほんじゅう

にひろまりました。あ

げパンが生
う

まれた陰
かげ

には、子
こ

ども

たちのことをいつも大切
たいせつ

に 考
かんが

え

ながら 給 食
きゅうしょく

の仕事
しごと

に 携
たずさ

わる

人
ひと

たちの 温
あたた

かい気持
きもち

ちがあった

のです。 
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